研修出張様式１



研修報告書

	所　　属　　南山苑２Ｆ介護　　職　種　介護福祉士　　氏　名　花生　静香

	期　　間　　平成20年10月18日　～　平成20年10月18日

	出張目的　第18回　青森県長寿研究会

	出 張 先　青森市市民ホール

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


＜考察＞

　今回、長寿研究会に参加し、他施設の取り組みや研究を聞いて、いろいろな取り組みをしていてとても感心しました。参加することが初めてだったので、自分にとって難しい発表を聞き入れることが出来なかった内容もありますが、当施設にも出来そうな取り組みやためになる内容が一番聞きやすかったです。研究会の印象ですが、青森県の医師や看護、福祉等の様々な会長がいて、普段このような方々に会う機会もなかったので緊張感が溢れていました。今回はこのような良い機会を与えてくださったので、覚えておこうと思いました。私たち以外にも他地方から研究会に参加している人がいて、その多さには驚きました。中には、短期大学時代の同期の仲間がいてお互いの仕事の状況を知りあえて、とても感動しました。２階Ａグループの他に、デイサービスの取り組みをみました。男性利用者が増えてきているのに孤立傾向が見られ、趣味や過去の仕事を生かし、生きがいに繋げる手助けとして、男性利用者対象のプログラムを作成したことを発表している。この内容について、深く興味を示しました。男性は女性と違って、集団行動が苦手な生き物だと感じます。趣味や交友関係が少なく、デイサービスに通っていてもコミュニケーションを取る回数が少ないと感じます。現役時代を思い出す為に若い頃培った経験を元にプログラムを組んだことで、少しでも周囲になじんだり、仲間との会話の中に笑顔が出てきたことは、利用者、職員から見ても喜ばしきことだと思います。個々それぞれの趣味や現役時代の思い出等を生かして、利用者の笑顔を大切にしていければと思いました。

　＜内容１＞

２．「和のビデオ体操」が施設利用者の身体機能および生活に与える影響

　介護老人福祉施設　寿幸園

　○はじめに

　　当施設には、理学療法士１名が常勤しており、施設利用者を対象に生活支援の１つとして、個々に適した運動や体操の提供に努めている。しかし、理学療法士のみの関わりでは提供できる頻度が限られる為、より日常活動性の向上を働きかけるには、他職種と協働した提供が必要と考える。そこで、テレビを見ながら体操を楽に行え、いつでも行えるよう低負荷の健康体操「和のビデオ体操」を提案し、模範ビデオを作成、集団で実施し、身体機能および生活に与える影響について検討した。

　○対象

　　体操に参加された施設利用者１５名中、６週間継続して参加された１２名である。

　○方法

　　「和のビデオ体操」はウォーミングアップ（６分）、柔軟性と敏捷性の運動（６分）、クーリングダウン（３分）で構成し、６週間続けて実施した。身体機能の測定項目は、関節可動域、棒落下テスト、主観的疲労とし、初回と最終回に実施した。生活面は、体操後のアンケートとし、最終回に実施した。

　○結果

　　身体面では個人差はあるが、全体的に柔軟性と敏捷性の向上および疲労感の軽減が見られた。生活面では、身体が軽くなった、食事が美味しく感じた等の感想が聞かれ、散歩の機会が増えた、自然排便が促された等の参加及び排泄面での良好な結果が見られた。

　○結論

　　低負荷の健康体操「和のビデオ体操」を６週間継続したことにより、身体機能の向上と生活面の良好な変化が見られた。今後もこの体操を他職種と協働で行い、利用者の健康および生活面の充実を図りたい。

＜内容１についての考察＞

　私は、この内容について最も感心を受けました。当施設でも、生活訓練の方々と協働で体操等を行っていますが、日によっては職員の人数が足りず出来ていない日もありました。しかし、ビデオだったら、たとえ人数が足りなかったとしても再生をするだけで体操を行えるので良い方法だと思いました。

　この施設では、対象となっている利用者の方が決められていますが、ある程度体操できる可動域をもっている利用者を対象にできたら、より多くの利用者の方の身体機能の向上や生活面の良好な変化が見られるのではないかと考えます。

　＜内容２＞

１５．当施設職員の腰痛に関する実態と対策　第２報～腰痛予防対策に取り組んで～

介護老人保健施設　すずかけの里

　○はじめに

　　利用者の介護度の重度化、介護量の増大に伴い腰痛を訴える職員が多い。そのため、腰痛が原因で介護の仕事を続けられなくなる職員がいる。そこで個々の問題としてではなく、施設全体での取り組みが必要だと考え、対策を実施した。

　○対象

　　直接介護ケアにあたる職員５８名

　○方法

　　調査用紙を用いた腰痛に関する聞き取り調査、腰痛対策の勉強会の実施、毎日の簡単なストレッチの実施、腰痛体操の実施。

　○結果

　　腰痛の原因として最も多かったのは、トランスファーや中腰姿勢での利用者に関わる直接的なケアだった。腰痛が出現した職員は全体の７０％であり、その中で現在治療中の者は４.５％、コルセット使用や予防薬をとっている者が３８.６％であった。腰痛に悩んでいるにも関わらず、何も対策を講じていない者は半数以上いた為、まずは気軽に取り組める対策を考え、毎朝のストレッチを業務開始前に全職員で行った。また、腰痛を常時訴えていた者に対しては、リハビリスタッフが個別に腰痛体操を指導した。実施開始から２ヶ月経過し、身体をほぐすことにより動きがスムーズになった等の声が聞かれた。

＜内容２についての考察＞

　介護で最も多い職員の悩みは腰痛だと個人では思います。現状、トランスファー等の介助では中腰姿勢がほとんどで、毎日中腰で行っていると当然腰痛が出現するはずです。自宅での腰痛対策をしている人はいるかと思いますが、そのやり方が合っているのか、逆に間違った方法なのかわからないと思います。そこで、この施設での取り組みで良いと思った内容が、毎朝のストレッチを業務開始前に行う、リハビリスタッフに個別に指導を受ける、という内容でした。私も以前から毎朝の職員でできるちょっとした体操や声掛けがほしいなと思っていました。この内容を聞いて、ますます当施設にも導入したらいいのではないか、と思いました。
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